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図書館カレンダー 2020年1月～2020年3月

通常開館 8：30～21：00

○・・・9：00～17：00
■・・・休館日

◆休館・閉館中は図書館玄関脇のブックポストに
返却してください。

※開館日・開館時間は都合により変更する場合が
あります。 随時図書館HPをご確認ください。

https://www.kobe-shinwa.ac.jp/facilities/library/
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通学部生・大学院生の春期休業中長期貸出について

※貸出冊数は通常通りです。（総文講読用図書は貸出上限冊数が増加します。）

受付開始：2020年1月20日（月） 返却期限：2020年4月13日（月）
卒業予定者の返却期限は2020年3月10日（火）です。
★科目等履修生・聴講生・通信教育部生・登録利用者の貸出期間は通常どおり2週間です。
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※1月17日はセンター試験準備のため

　 8：30～16：00開館

2020年1月
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・発生日時：1995年1月17日
午前5時46分ごろ

・マグニチュード：7.3
・震源地：兵庫県淡路島北部
・被害を受けた地域：

神戸・淡路島など兵庫県南部を
中心に大阪・京都にも及ぶ。

・被害状況：
死者6434人、行方不明者3人、
負傷者は4万3792人。
家屋の被害は全壊10万4906棟、
半壊14万4274棟、
一部破損39万0506棟。

写真提供：神戸市

1月の図書館展示のテーマは「阪神・淡路大震災から25年」です。

震災や防災について考えるための本を、1階閲覧席中央にPOPとともに並べています。

こちらで紹介した本をはじめ、様々な本を集めました。

また、１階入り口前ガラスケースでは、当時の新聞を展示しています。
この機会にぜひご覧ください。（展示期間終了後は、各書架へ配架予定です）

1.17
阪神・淡路
大震災

＜参考文献＞
・“阪神淡路大震災”.日本国語大辞典, 11.

日本国語大辞典第二版編集委員会, 小学館国語辞典編集部編. 第2版, 東京, 2001, 小学館, p. 51.
・“阪神・淡路大震災”, 日本大百科全書（ニッポニカ), 

JapanKnowledge,https://japanknowledge.com, (参照 2019-12-16).
・総務省消防庁. “平成7年01月17日 阪神・淡路大震災について(確定報)”. 平成7年 災害情報一覧. 

平成18年5月19日.
https://www. fdma.go.jp/disaster/info/1995/, (参照2019-12-16).

＜神戸親和女子大学発行の震災資料＞

『オリオン：阪神・淡路大震災の記録』
(神戸親和女子大学震災の記録編集委員会編 神戸親和女子大学) 請求記号：916/コウベ

神戸親和女子大学の学生や教員の、震災について書かれた手記、対談などをまとめた記録です。

ジュニアスポーツ教育学科の伹尾先生が執筆された箇所もあります。

『しあわせはこぼう：防災教育ハンドブック : 大学生版』
(神戸親和女子大学編 神戸親和女子大学) 請求記号：374.92/コウベ

被災児童の心のケアについて、災害ボランティア活動のための心構えなど、

大学生として知っておかなければならない基礎知識が学べるハンドブックです。

児童教育学科の洲脇先生や觜本先生、心理学科の大島先生が関わっていらっしゃいます。

<震災について知る>

『神戸市小学校 「阪神・淡路大震災記録作文集」』
(神戸市小学校教育研究会国語部編 二期出版) 請求記号：369.31/ジシン

この本は、児童文集『はぐるま』の震災特集の応募作品を1冊の本にまとめたものです。

子どもたちが経験した震災の様子が目に浮かぶような作文集です。

『震災の記録：阪神・淡路大震災』
(親和女子高等学校・親和中学校) 請求記号：916/シンワ

神戸親和女子高等学校・親和中学校の生徒、保護者、教職員の方々の震災経験を記録したものです。

震災当時のこと、学んだこと、学級日誌など様々な思いがつづられています。

<復興について知る>

『阪神大震災：記者の見た三百万人の軌跡』
(日本経済新聞取材班編著 創元社) 請求記号：369.31/ニホン

震災直後から約一年半、日経新聞で連載されていた記事「三百万人の軌跡・阪神大震災」と、

取材記者たちの感じたことについてまとめられています。

復興過程における人々の気持ちや行動、取材を続けてきた記者たちの抱えていた思いや悩みとは？

『復興「災害」：阪神・淡路大震災と東日本大震災』
(塩崎賢明著 岩波書店) 請求記号：K081/I1-3/1518

「復興災害」とは、震災で助かった命がその後の復興・復旧過程で犠牲になってしまうことです。

阪神・淡路大震災から20年。その経験や教訓を活かす手立てを著者が提示している本です。

<防災のために>

『ぐらぐらゆれたらだんごむし!：おやこでまなぼう！防災しかけ絵本』
(国崎信江監修・Meg絵 東京書店) 請求記号： E/2107 

おうちでごはんを食べたり、お風呂に入ったりしているときに、ぐらぐら揺れたら？

しかけをめくって学べる絵本です。

『親子のための地震イツモノート：キモチの防災マニュアル』
(地震イツモプロジェクト編 ・寄藤文平絵 ポプラ社) 請求記号：369.31/ジシン

阪神・淡路大震災を経験した167人の方たちの声をもとに作られた『地震イツモノート』を、

子供向けに再編集・加筆した、新しい防災マニュアルです。
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「検索用端末」って何？
図書館1階に4台、2階書庫前に1台あるパソコン、活用していますか？
これらの端末は「検索用端末」と呼ばれています。検索用端末では、
OPAC（蔵書検索）にアクセスして、本学図書館が所蔵している資料を
調べることができます。また、蔵書検索以外にも、所蔵している
CD-ROMの閲覧や契約しているデータベースの閲覧ができます。

「ここにない論文や資料を取り寄せたいのですが……」

図書館では、図書館間で結ばれている相互利用協定によって、他大学の資料を利用すること
ができます（すべて図書館での手続きが必要です）。
もしOPAC（蔵書検索）で調べてみて、必要な資料が本学図書館にない場合は、図書館1階
レファレンスカウンターまでお越しください。相互利用でできることは以下の3つです。

①複写（複写料＋送料がかかります）
雑誌に掲載されている論文や記事、図書の一部を複写して送ってもらいます。
著作権法により、最新号の記事は複写できないなどの制限があります。

②貸借（往復の送料がかかります）
図書の現物を送ってもらいます。
この資料は本学図書館内でのみ利用可能です。

③閲覧
貸借できない資料などの場合、 直接所蔵館に
行って閲覧することもできます。
閲覧の場合、所蔵館との調整が必要となります。

また、図書の場合は購入希望を出すこともできますので、そちらもご利用ください。

図書館トピックス！

ご注意ください！
検索用端末からの印刷、検索用端末へのUSBメモリの接続はできません。
検索結果の記録を残したい場合は、手書きでメモを取っていただくか、2階のマルチメディア
ルームの端末からログイン後、検索して印刷してくださいますよう、お願いします。


